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今
年
５
月
２０
日
か
ら
「
暮
ら
し
と
電
力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
と
い
う
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
回
答
か
ら
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
暮
ら
し
を
心
が
け
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
望
む
市
民
が
圧
倒
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
市
民
の
意
見
を
も
と
に
、
内
山
さ
と
こ
は
、
６
月
の
本
会
議
で
「
自
治
体
か

ら
の
脱
原
発
を
」
進
め
る
よ
う
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

省
エ
ネ
＆
創
エ
ネ
型
の
暮
ら
し
へ 

国
内
の
全
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
、
国

民
が
原
子
力
発
電
に
頼
ら
な
い
生
活
に
安
堵

し
た
の
も
束
の
間
、
７
月
１
日
、
関
西
電
力

大
飯
原
子
力
発
電
所
が
再
起
動
し
ま
し
た
。 

 
 

 

今
回
の
調
査
で
、
大
飯
原
発
を
再
稼
働
す

べ
き
で
な
い
と
い
う
答
え
は
２３９
人
中
１７４
人

で
し
た
。
そ
の
理
由
（
複
数
回
答
）
と
し
て
、

｢

安
全
対
策
が
不
安
」
130
、
「
電
力
需
要
の
予

測
が
先
」
30
、｢

福
島
原
発
事
故
の
原
因
究
明

が
先
」
88
、｢

そ
の
他｣

38
で
し
た
。
そ
の
他

の
理
由
で
は
、
核
廃
棄
物
の
処
理
の
問
題
が

最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
の
夏
の
節
電
に
つ
い
て
は
、｢

国

全
体
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る｣

と
い
う
答

え
は
、
８
割
以
上
の
１９４
人
で
し
た
。
昨
夏
、

実
に
９８
％
が
家
庭
や
仕
事
な
ど
何
ら
か
の

形
で
節
電
を
心
が
け
て
お
り
、
東
京
電
力
管

内
の
節
電
効
果
は
約
２
割
と
な
っ
た
実
績
か

ら
も
、
節
電
＝
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
生
活

が
浸
透
し
て
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

市
民
発
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
を 

７
月
１
日
か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
後
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を

進
め
る
と
と
も
に
、
電
力
需
給
制
度
を
見

直
し
、
脱
原
発
へ
の
行
程
を
具
体
的
に
示

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
処
理
に
関

し
て
は
、
政
府
の
新
た
な
原
子
力
政
策
の

大
綱
を
決
め
る
過
程
で
、
原
発
推
進
側
の

み
で
秘
密
会
が
開
か
れ
て
い
た
問
題
が

発
覚
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
原
発
関
連
の

労
働
者
の
過
酷
な
状
況
や
、
原
発
立
地
自

治
体
に
お
け
る
地
域
経
済
の
再
建
な
ど
、

解
決
す
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

市
民
発
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
」
の
幕
は
、

今
、
開
か
れ
た
ば
か
り
で
す
。 

2012  

「暮
ら
し
と
電
力
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」要
旨 

（５
月
20
日
～
６
月
30
日
回
収
分 

239
通
） 

（
２０
歳
～
１００
歳
、
男
性
７９
人
、
女
性
１５１
人
、
不
明
９
人
） 

 

①
あ
な
た
は
、
昨
夏
、
節
電
を
心
が
け
ま
し
た
か
？ 

「は
い
」
234
人 

 
 

 
 

「い
い
え
」
４
人 

 

②
今
夏
の
節
電
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
は
？ 

Ａ
個
人
の
判
断
に
任
せ
る  

 
 

43
人 

17
％ 

Ｂ
国
全
体
で
取
り
組
む
べ
き 

 

194
人 

81
％ 

Ｃ
節
電
す
る
考
え
は
な
い  

 
 

１
人 

Ｄ
特
に
考
え
て
い
な
い 

 
 
 

２
人 

Ｅ
そ
の
他 

 
 
 
 

２
人 

 

③
国
は
安
全
性
と
必
要
性
の
観
点
か
ら
、
大
飯
原

発
（
福
井
県
）
の
再
稼
働
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
考
え
は
？ 

Ａ
再
稼
働
す
べ
き 

 
 
 
 

 
 

19
人 

７
％ 

Ｂ
再
稼
働
す
べ
き
で
な
い 

 
 

174
人 

72
％ 

Ｃ
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

 
 

43
人 

18
％ 

 

④
あ
な
た
は
、
原
子
力
か
ら
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱

な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
に
転
換
す
る
べ

き
と
考
え
ま
す
か
？ 

Ａ
転
換
す
べ
き
で
な
い 

 
 

 
 

０
人 

Ｂ
転
換
す
べ
き 

 
 

 
 

 
 

 

206
人 

86
％ 

Ｃ
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

 
 

31
人 

3
％ 

 

＊
こ
の
他
、
数
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                       

市役所内のレイアウトが変わります 

今年 10月から、組織改正に伴い一部の担当が移動します。 

来庁の際には１階受付でご確認ください。 

主な変更は次の通りです。 

●部と課が再編されて、フロアが移動する課 

＜環境部＞   

・環境政策課  

・緑のまち推進課     西棟２階 

（旧緑化環境センター） （旧ゴミ総合対策課フロア） 

・下水道課   

・ゴミ総合対策課  ⇒ クリーンセンター施設内 

＜市民部＞＊市民課・保険課のフロアはそのまま 

・市民活動推進課      

（旧市民協働推進課）    西棟７階 

・生活経済課        

・交流事業課        

●フロアはそのままで、部と課の名称が変わるもの 

＜総合政策部＞＊旧企画政策室が再編 

・企画調整課       南棟６階 

・秘書広報課  

「
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
関
す
る
意
見
書
」 

全
会
一
致
で
可
決 

 

武
蔵
野
市
議
会
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
分
断
、
環
境
悪

化
を
招
く
な
ど
の
課
題
の
あ
る
「
外
か
く
環
状
道
路
」
に
関

す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
外
環

に
お
け
る
地
上
部
街
路
の
話
し
合
い
の
会
」
で
、
市
民
、
行
政

関
係
者
な
ど
で
、
計
画
の
廃
止
を
含
め
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

６
月
28
日
の
市
議
会
本
会
議
で
、
内
山
さ
と
こ
以
下
７

名
の
議
員
で
議
案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
３
項
目
を
国
と
都
に

求
め
る
意
見
書
が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 １
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
に
つ
い
て
は
「
対
応
の
方
針
」
の

着
実
な
履
行
を
求
め
る
と
と
も
に
、
正
確
な
情
報
の
公
開
と
住

民
の
不
安
を
解
消
す
る
よ
う
努
め
、
本
格
着
工
は
慎
重
を
期
す

こ
と
。 

２
、
外
環
ノ
２
に
つ
い
て
は
、
現
在
継
続
し
て
い
る
「
外
環
に

お
け
る
地
上
部
街
路
の
話
し
合
い
の
会
」
の
意
見
を
尊
重
し
、

必
要
か
つ
適
切
な
情
報
を
提
供
し
つ
つ
、
真
摯
に
議
論
を
深
め

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

３
、
今
後
も
、
武
蔵
野
市
及
び
市
議
会
、
市
民
が
求
め
る
、
正

確
な
情
報
の
公
開
と
説
明
、
必
要
に
応
じ
た
協
議
を
行
い
、
不

安
や
懸
念
の
払
し
ょ
く
に
努
め
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 

以
上 

  

そ
の
他
、
議
員
提
出
に
よ
る
４
件
の
意
見
書
が
可
決
し
ま
し

た
。
う
ち
３
件
は
、
賛
否
が
分
か
れ
、
内
山
さ
と
こ
は
、
尖
閣

諸
島
の
実
効
的
支
配
に
関
す
る
意
見
書
と
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
人
拉
致
被
害
者
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

か
ら
判
断
し
て
反
対
し
ま
し
た
。 

｢原発都民投票条例｣成立ならず！ 

 東京電力管内の原子力発電所利用の

是非を問う原発都民投票。都内有権者

32万3076人の署名を集めた直接請求

活動が、初の都民投票として実現する

か…という注目を集めましたが、残念

ながら、６月 20日の都議会本会議で、

賛成少数で否決されました。 

関西電力大飯原発の再稼働を決定

する経過をめぐっても、逆に、国民の

「脱原発」に向けた意志はさらに大き

な輪となって拡がっています。 

７月 16 日には代々木公園で「さよ

なら原発 10万人デモ」が行われます。 

国の未来を、政治が変えないのな

ら、市民の力で変えていきましょう。 

7 月 4 日～6 日、武蔵野市議会として、友好都市である鳥取県岩美町と

広島県大崎上島町を訪問しました。旧岩美銅山坑道や竹原市街並み保

存地区（左写真）など、貴重な歴史・文化について理解を深めました。 

10月25日には、大崎上島町の中学生が武蔵野市を訪れ、コピス吉祥寺

で「商人
あきんど

体験」として農産物の販売を行う予定です。 

友好都市の子どもたちを、どうぞ応援してください。 


